























































一（～四） 」 」 。
○序、 「文政紀元南至後二日／式部大輔菅原長親」序、賀茂季鷹序、 「文政四といふとしのすゑの秌知非斎のあるし高田與清」序。北條時鄰例言。跋、 むそちのおきなみなもとのひろかた」跋、 「花水庵主春登／下總佐原／永深久香書」跋。刊記、なし。○印記、長方陽刻朱印「布志の屋所藏」 。円型陽刻朱印「師岡」 。師岡正胤旧蔵書。挿絵七図あり。第二冊と第三冊 裏見返しに「和歌書出版發賣所
　















○江戸初期写。本文共紙表紙（無地に銀で葭杜若下絵入斐紙） 。四針列帖装。縦二四・二糎×横一八・〇糎。前遊紙一丁、墨付七七丁、本文と略伝との間、一丁遊紙あり。後遊紙なし。半丁一〇行書。料紙、色替わり斐紙、銀で草花木鳥雲富士橋網代など下絵入り。○外題、 「伊勢物語」 （後補題簽、左肩） 、題簽の左 部に「戸部尚書ノ奥書アリ」と同筆で記す。また、 「伊勢物語
　
全」と記した金砂子



















○江戸初期写。花繋ぎ文錦緞子表紙。四針列帖装。見返し、鳥の子料紙に金銀砂子。縦二六・五糎×横一八・六糎。前遊紙一丁、本文墨付七六丁、本文と略伝との間、一丁遊紙あり。後遊紙六丁。半丁九行書。 、鳥の子料紙。○外題、 「伊勢物語」 （後補題簽） 。題簽の左下部に「奥云天福二年云々」と記す。表紙右上にも、 「伊勢物語」と記した小紙片を貼る。内題、なし。尾題 なし。○序、なし。奥書、 「天福二年正月廾日
巳未申剋
凌桑門之盲目連日風雪之中遂此書写為授鍾愛之孫女也。／同廾二日挍之」 「抑伊勢物語根源古
人説々不同或云在原中将自記云々因茲有其謙退比興之詞等又云伊勢筆作也（或云生 十三幼書之）似彼家集文躰是故号伊勢物語以此両説案之更難決之心中秘密身上興言他人推而難注之以之可謂其自書歟但疑万葉古風中多載撰集之歌仁和聖日之間粗説臨幸之儀此等之事又不審伊勢家集其端文躰偏以同之是又見先達旧記庶幾其躰歟両不知 加之此物語名字非彼筆者何称伊勢乎或説云為狩使下向伊勢仍有 名字其説又難信始則載南京春日之詞次注西対夜月之思富士山之雪武蔵野之煙凡非伊勢国事多以為此物語之肝心依両 共有不審古事只仰而可信又或説云後人以狩使事改為此草子之端為叶伊勢物語之道理也件本狼藉奇恠者也伊行所為也不用之／先年所 本為人被借失仍為備証本重所挍合也／戸部尚書
在判
」 「近代以狩使事為端之本出来末代之人今案也更不可用之／此物語古人之説不同或称在中将之自書或称伊勢之筆作彼此













○貞享二年一一月写。薄黄色地に青槇の葉文様鳥の子表紙。四針列帖装。縦一六・七糎×横一八・四糎。前遊紙なし、墨付七二丁。本文と略伝との間に、 丁遊紙あり。後遊紙なし。料紙、 。○外題、 「伊勢物語
　
全」 （後補題簽） 。内題、なし。尾題、なし。
















○元禄一一年書写。金茶雲宝珠文金襴表紙。見返し、絹地金砂子。四針列帖装。縦二四・三糎×横一八・〇糎。前遊紙一丁、本文六八丁、後遊紙二丁。料紙、鳥の子。○外題、 「伊勢物語」 （金砂子 に金で杜若絵入絹題簽、原題簽、中央、本文・識語筆者とは別筆） 。内題、なし。尾題、なし。○序、なし。識語、 「元禄十一年仲春下旬／前大納言源（花押） 」 。○印記、 「英












































○江戸中期写。浅葱地に金で蜀江錦文金襴表紙。見返し、布目地金砂子。四針列帖装。縦一六・四糎×横一八・一糎。前遊紙一丁、本文七三丁、第三〇丁と第三二～三五丁は遊紙。後遊紙なし。料紙、斐紙。○外題、 「伊勢物語」 （金霞題簽、原題簽） 。内題、なし。尾題、なし。○序、なし。識語、 「藤原喬任」 （第三〇丁に名前のみ記す） 「藤原季慶」 （第七八丁に署名のみ） 。第七九丁（巻末）に「此一冊／正親町三条殿庶流季慶真蹟也（極印） 」の極め書きあり。奥書なし。○印記、 「英















































































































































































坤」 （金砂子絹題簽、原題簽、中央、墨書） 。内題、 「伊勢物語
　



























































































































































































































































終） 」 。第二〇 梅十
　









































上（中・下） 」 。題簽寸法、縦一七・五糎×横四・〇糎。内題、 「をみなへし
　
上（中・下） 」尾題、なし。版心、 「女上序一（～二終） 」 、 「女上一（～卅四終） 」 、 「女中一（～卅八終） 」 、 「女下一（～四十一終） 」 。○無記名序、 「それ和哥はしたてるひめにはしまり。人まろをうたのひしりとして」以下、一丁半あり。跋「文づきたなばたのころ。かぢのはになぞらへて。すゞろにかきちらしつ。藤原氏女」 「藤原氏女」は北村季吟の匿名とされる。刊記、 萬治四年〈辛／丑〉初春吉日／中野小左衛門板行」 。○印記、各冊冒頭に長方陽刻朱印「英
 王堂蔵書」 。バジル・ホール・チェンバレン旧蔵書。寸法、縦五・二糎×横二・一糎。各冊末に円形
陰刻墨 あり。寸法、径三 一糎 下冊後ろ見返しに墨書 享和二年〈壬／戌〉正月十五日求／水野」 。参考文献 佐藤りつ編『女郎花物語
　
翻刻篇』古典文庫、一九七〇年。渡辺守邦「雑々集の成立―「女郎花物語」考のために―」 （ 『大妻女子大学文学部紀要』３、















































一（～十一終） 」 、 一一丁。題簽剥落、 「葵
　




























































































一（～二十八終） 」 、二八丁。第三帙、題簽剥落、 「藤袴
　
一（～十五終） 」 、一五丁。題簽剥落、 「槙柱
　
一



































































































































































































一（～五終） 」 、五丁。 「すま
　
／九／哥 詞を名とせり」 、 「須广
　































































































































































































一（～二十終） 」 、第一八丁に「十八終」の丁付、二〇丁。 「山路の露」 、 「山路
　
一（～














六十終） 」 、六〇丁。 「源氏引哥」 、 「引
　
一（～四十五終） 」 、四五丁。 「源氏系圖」 、 「系圖
　
一（～二十終） 」 、二〇丁。
○表紙中央上部に原刷題簽を貼る。縦一六・八糎×横三・ 糎 詳細は右の通り。各冊表紙右下端に、巻序「一」～「五十四」 、 「山路の露」～「源氏目案」は白紙 「源氏引歌」 「源氏系図」は 完」を墨書した小紙片を貼る○序跋等、なし。刊記、なし。 「夢浮橋 冊の末尾に奥書、 「写本云……永正元稔七月日
　
台嶺末学権僧正在判」 。跋、 「源氏物語之書行于













































































































































































































































































































































































































































































































○延宝元年刊。濃萌黄色表紙。五針袋綴装。縦二七・五糎×横一六・〇糎。匡郭、四周単辺、縦二三・六糎×横二七・七糎。料紙、楮紙。各冊前遊紙一丁（第四七冊のみ二丁） 。後遊紙一丁（第六冊と第四七冊を除き） 各冊の本文丁数・外題（墨書題簽、 第六冊を除き表 中央） ・内題・版心については整理して示す。
第一冊







一（～三終） 」 。第三冊二一丁、 「源氏物語諸巻年立」 、 「源氏物語諸巻年立」 、 「年上
　
一（～廿一終） 」 。第四冊四四
丁、 「源氏物語諸巻年立」 、 「源氏物語諸巻年立」 、 「年下
　
廿二（～六五終） 」 。第五冊四六丁、 「源氏物語系図」 、 「源氏物語系図」 、 「系
　
一
（～四十六終） 」 。第六冊二二丁・後遊紙なし、 「湖月抄
きりつほ
」 （表紙左肩） 、 「桐壺」 、 「桐
　

















一（～五十三終） 」 。第一〇冊五三丁、 「湖月抄
若むらさき
」 、 「若紫」 、 「若
　
一（～五十三終） 」 。第一一冊三六丁、 「湖月抄
末摘はな












」 、 「花宴」 、 「花
　
一（～十四終） 」 。第一四冊五二丁、 「湖月抄
あふひ
」 、 「葵」 、 「葵
　
一（～五十二終） 」 。第一五冊五七丁、 「湖月抄
さか木
」 、 「賢木」 、 「賢
　
一（～
五十七終） 」 。第一六冊六丁、 「湖月抄
花ちる里
」 、 「花散里」 、 「花散
　
一（～六終） 」 。第一七冊五〇丁、 「湖月抄
須磨
」 、 「須磨」 、 「須
　
一（～五十
終） 」 。第 八冊四七丁 湖月抄
あかし
」 、 「明石」 、 「明
　
一（～四十七終） 」 。第一九冊三八丁、 「湖月抄
身をつくし






















」 、 「絵合」 、 「絵
　
一（～廿三終） 」 。第二三冊二五丁、 「湖月抄
まつ風





」 、 「薄雲」 、 「薄
　
一（～卅七終） 」 。第二五冊二五丁、 「湖月抄
あさかほ
」 、 「槿」 、 「槿
　
一（～廿五終） 」 。第二六冊五六丁、 「湖月抄
おとめ
」 、 「乙女」 、 「乙
　
一（～五十六終） 」 。第二七冊四八丁、 「湖月抄
玉かつら
」 、 「玉鬘」 、 「玉
　




























































終） 」 。第三七冊二二丁、 「湖月抄
梅枝
」 、 「梅枝」 、 「梅
　
一（～廿一終） 」 。第三八冊二七丁、 「湖月抄
藤のうら葉






」 、 「若菜上」 、 「若上
　
一（～百八） 」 。第四〇冊一一〇丁、 「湖月抄
わか菜下
」 、 「若菜下」 、 「若下
　
一（～百十
終） 」 。第四一冊四五丁、 「湖月抄
柏木
」 、 「柏木」 、 「柏
　
一（～四十五終） 」 。第四二冊二一丁、 「湖月抄
よこ笛



















」 、 「御法」 、 「法
　
一（廿二終） 」 。第四六冊二八丁、 「湖月抄
まほろし





」 、 「雲隠」 、 「雲
　
一（～十終） 」 。第四八冊一七丁、 「湖月抄
匂兵部卿































四十 終） 」 。第五三冊九五丁、 「湖月抄
総角
」 、 「角総」 、 「角
　
































」 、 「蜻蛉」 、 「蜻
　
一（～
六十終） 」 。第五九冊七一丁、 「湖月抄
手習
」 、 「手習」 、 「手
　











































全」 （金砂子題簽、原題簽か） 。内題、 「源氏物語三箇之大事切紙」 。尾題、なし。
○序、なし。奥書、 「源氏物語三箇之大事切紙」の奥書「右源氏物語三箇之秘訣以／相伝之正説奉授禅定殿下／訖被守此道之法度全不可／有漏脱者也／権大納言実澄／天正二年／四月二十日」 。 又一通之切紙」の奥書「右光源氏物語三箇之大事／之切紙者誠無上極秘也且／又深秘之口訣悉奉授／禅定殿下訖抑紫式部従 覚運僧正伝台宗之奥旨之／後述此物語矣故彼微意至／今的々相承所不断絶也加／誓約被守此道之法度猥不／可有漏脱者也／権大納言実澄／天正二年／四月二十日」 「右之切紙は三条西殿より九条殿え御伝授之趣也。又九条殿より某奉蒙御相伝者也」 。 「源氏物語口訣之聞書」の奥書はなし。 「原語秘訣三箇大事抜書」の奥書は「右就三箇大事他流往々有謬説更以不可為證拠矣不可足信用而已」 。 「右 物語極秘 趣者従／九条禅閣（ 「玖山公」と傍記）以御憐愍之尊志／所奉蒙 也。誠生涯之大幸加之哉故深雖秘函底／感累年懇切之実悉令相伝／訖如誓盟猥不可漏脱者也／長頭丸／慶安五年／四月六日」 源氏物語極秘 者／従先師貞徳翁所令相伝／也誠無上之正説雖為秘／中之秘年来於此道甚依 懇志授之訖如誓盟非堪／其器者猥不可漏脱者也／長孝／延宝六戊午歳／三月十八日」 。 「狭衣三箇秘訣切紙」の奥書「右狭衣三箇秘訣切紙者／従
　
九条禅閣以御憐愍／之尊志所奉蒙御伝授／也誠生涯























































































































































〇端一（～二） 」 「〇 のえん
　
〇一（～十六終） 」 。
○序「もとありける池山をも便なき所なるをはくつしかへて水のおもむき山のおきてをあらためてつくらせ給へりといひけむ御すまひよりもかう年ころいたつきものして昔人のこゝろをこめてつくりおきたるにもさはあらしとかたふかるゝ処々はみなとりすてゝ後の卅の工匠とものよき鐁もて力をいれてけ り せる長押榱あるは閾なとよろしとおもふは残りなくとりつけてつくりかためる此大殿のしつらひよまことに光かゝやくはかりにてかの四町をしめたるにもをさ〳〵おとるましうなむあるさはいへとよそめには便なき所のふつになきにはあらしかとは思はれむも猶おほかめれといまおのかうち見 に何事もあかぬ処なくおもふやうなるすまひ也と目驚るゝはもはら意 匠のいたりふかき故にそあるへき のもろこ 人か集大成なといひけむこ さへおもひいてられていとめて しや文うつくしうつく て進士になり給ぬと いへる大学の君にはあら このふみいとなみつくれる廣道かこふ ゝ 縄墨の正しからぬはかなこ を筆くひぬらして初雁のきこゆる夕浪速 大城にありてし す／久貝因幡守正典朝臣／諏善堂主人」 「むかしの物語ふみの今の卅にのこれ ものこれかれおほかる中にこの源氏の物 たりはかりめてたきはあらさるこ はよゝの物しり人たちのい さためられたる事なれはいふも更な もの
－ 63 －


































































一（～卅二終） 」 、 第二冊「盛衰巻一
　
目録（一～廿八終） 」 、 ただし、 挿絵の丁の丁付は「せいすい巻一
　
一」 （第二冊第三丁）





















一（～二十） 」 。内題、 「古今著聞集序」 （序題） 、 「古今著聞
















十四、 十五～四十四終） 」 。第三冊「古今巻三
　














































































十八、 十九～三十二） 」 。第一三冊「古今巻十三
　
◯一（～四、 又四、 五～十二、 又十二、 十三～十九終） 」 。第一四冊「古今巻十四
　
◯一（三、
二、 四、又四 五～九終） 」 。第一五冊「古今巻十五
　





























十一、又十一、 二～ 五 又十五、 六～ ） 」 。第二〇冊「古今巻二十
　
◯一（～二、又二、 三～四、又四、 五～八、又八、 九、又九、
十～三十一、又三十一、 三 二～四 一 四十二終） 」 。
－ 71 －









河内屋茂八」 （再版の際の入れ刊記のため、 「元禄三年」の行の直前から匡郭にずれあり） 。

























































○寛文一三年写。縹色花文二重亀甲繋艶出表紙。四針袋綴装。縦二六・八糎×横一九・四糎。丁数、第一冊、前遊紙一丁、本文五七丁。第二冊、前遊紙一丁、本文二九・五丁。第三冊、前遊紙一丁、本文八〇・五丁、第四冊、前遊紙一丁、本文三七・五丁。第五冊、前遊紙一丁、本文三九丁。第六冊、前遊紙一丁、本文五四丁。第七冊、前遊紙一丁、本文四四 。 八 四六丁。第九冊、前遊紙一丁、本文三五丁。第 〇冊、前遊紙一丁、本文五一丁。料 、楮斐混ぜ漉き。○外題、原題簽。表紙左肩に菊唐草 様の下絵入り橙色の題簽を用いて「古今著聞集
　
一（～九、 十終） 」と墨書。内題、 「古今著聞集序」
（序題） 、 「古今著聞集巻第一（巻第二～巻第十八、◯十九、巻第二十） 」 （巻頭題） 。尾題、なし。帙、紺色帙の左肩に香色題簽を貼付し「古今著聞集
　
古冩本」と墨書。












































































十一は一丁～一七丁、倭部十二 八丁～三四丁） 、第 冊二四丁（倭部十三） 、第九冊二七丁（倭部十四） 、第一〇冊 八丁（倭部十五）（以上、第一帙） 。第 一冊 〇 （倭部十六） 、第一二冊二六丁（倭部十七は一丁～一三丁、倭部十八は一四丁～二六丁） 、第一三冊三〇丁（倭部 九 五 十は一 丁～三〇丁） 、
第一四冊二八丁（倭部二十一は一丁～一三丁、 倭部二十二は一四丁～二八丁） 、
第一五冊一八丁（倭部二十三） 第一六冊一七丁（倭部二十四 第一七冊一七丁（倭部二十五） 、第一八 一七 二十六） 、第冊二九丁（倭部二十七は一丁～一 二 八は一六丁～二九丁） 二〇冊 四丁（倭部二十九は一丁～一五丁、倭部三十は 六丁～三四丁） （以上、第二帙） 。料紙、楮紙。○外題、原題簽、表紙左肩に双匡郭のある題簽 を用いて、第 冊から第一〇冊までは「和朝／今昔物語
　
巻之一／世俗部（～巻之十／







後編九／佛報部（後編十／佛報部） 」 、 「和
























柳枝軒蔵版」 、 「柳枝軒蔵版」とあるのは第一丁のみ。小口書きあり、 「今昔
－ 79 －





























































































































































































































































































































































































































































































































○万治二年刊。藍色無地表紙 （間似合紙か） 。五針袋綴装。縦二七・〇糎×横一九・五糎。双匡郭、 縦二一・六糎×横一六・二糎。各冊の丁数・外題（題簽が破れたり欠損している箇所は［
　
］で示す） ・内題・尾題について整理して示す。第一冊四九丁、題簽剥離、 「劔巻」 、 「太平
記大全劔巻終」 。第二冊八三丁、題簽剥離「太平記大全巻第一」 、 「太平記大全巻第一終」 。第三冊七四丁 「 ［
　　　　
］全二」 、 「太平記巻
第二」 、 「太平記大全巻第二終」 。第四冊五九丁、 「太平記大全
　
三」 、 「太平記巻第三」 、 「太平記大全巻第三終」 。第五冊六二丁、 「太平記大
全
　









］ 」 、 「太平記巻第六」 「太平記大全巻第六終」 （以上第一帙） 。第八冊八四丁、 「太平記大全
　
七」 、 「太平記巻
第七」 、 「太平記大全 第七終」 。 九冊一〇三丁、
　

















十一」 、 「太平記巻第十一」 、 「太平記
大全巻第十一終」 （以上 帙） 。第一四冊一一一丁、 「太平記大全
　
十二」 、 「太平記巻第十二」 、 「太平記大全巻第十二終」 。第一五冊九二
丁、 「太平
　






































十九」 、 「太平記大全巻第十九終」 （以上第四帙） 。第二五冊七五丁、 「太平記大全
　









平記巻第二十二」 、 「太平記大全巻第二十二終」 。第二八冊三九丁
　
廾三」 、 「太平記巻第二十三」 、 「太平記大全巻第二十三終」 。
第二九冊三五丁、 「太平記大全
　





















廾七」 、 「太平記巻第二十七」 、 「太平記大全巻第二十七終」 。第三五冊七四丁、 「太
平記大全
　
廾八」 、 「太平記巻第二十八」 、 「太平記大全巻第二十八終」 。第三六冊九三丁、 「太平記大全
　
廾九」 、 「太平記巻第二十九」 、 「太
平記大全巻第廾九終」 。第三七冊九一丁、 「太平記大全
　
卅」 、 「太平記巻第三十」 、 「太平記大全巻第三十終」 （以上第六帙） 。第三八冊八八
丁、 「太平
　
卅一」 、 「太平記巻第三十一」 、 「太平記大全巻第卅一」 。第三九冊九三丁、 「太平記大全
　
卅二」 、 「太平記巻第三十二」 、 「太
平記大全巻第卅二終」 。 四〇冊五 丁、 「太平記大全
　
卅三上」 、 「太平記巻第三十 」 、尾題なし。第四一冊七六丁、 「太平記大全
　
卅三
下」 、巻頭題なし、 「太平記大全巻 十三終」 。第四二冊八六丁、 「太平記大全［
　　
］ 」 、 「太平記巻第三十四」 、尾題なし。第四三冊三八
丁、 「太平記大全
　





三十五終」 （以上第七帙） 。第四五 八六丁、 「太平記大全
　
卅六」 、 「太平記巻第三十六」 、 「太平記大全巻第三十六終」 。第四六冊七三丁、 「太
平記大全
　
卅七」 、 「太平記巻第三十七」 、 「太平記大全巻第三十七終」 。第四七冊一〇五丁、 「太平記大全
　
卅八」 、 「太平記巻第三十八」 、 「太
平記大全巻第三十八終」 。 四八冊五三丁、 「太平記大全
　
卅九上」 、 「太平記巻第三十九」 、尾題なし。第四九冊六七丁、 「太平記大全
　
卅




























なし。尾 なし。○序跋等、なし。第一冊に以下のように墨書した別紙を挟む。 「光悦流の書態にて時代も／ありと小松先生之鑑定」 。○印記、 第一冊は 丁ウラ、三丁ウラ～四丁オモテ、八丁ウラ、一二丁ウラで本文が散らし書きになり、そのあとには本文が書写されない面（二丁オモテ、四丁ウラと五丁オモテ、九 三 オモテ）がそれぞれつづく。第二冊は二丁オモテ、一〇丁ウラ、一五丁オモテで本文が散ら 書きになり、そ あと は本文が書写されない面（二丁ウラ
～
三丁オモテ、六丁オモテ、一一丁オモテ、
一五丁ウラ）がそれぞれつづく。第三冊は二丁オモテ、五丁オモテ、九ウラ～一〇オモテ、一四ウラで本文が散らし書きになり そのあとには本文が書写されない面（二丁ウラ 五丁ウラ、一〇丁ウラ～一一丁オモテ、 五丁オモテ）がそれぞれつづく。本文が書写されない面は剥離痕があるため、本来は絵入り本であったものが 絵を抜き取られた状態であることがわかる。収納さ る箱の上蓋中央右寄に貼付する子持ち枠の題簽に「竹取物語
　
全」と墨書。右上には香色紙片に「大正三年七月／廿三日蟲干済」と墨書し、朱筆で「三年」


















































































































































○寛文元年刊。紺地、雷文に菊唐草の空押し文様の表紙。四針袋綴装。縦二六・五糎×横一八・三糎。単匡郭、縦二一・〇糎×横一六・九糎。第一冊七六丁、第二冊六一丁、第三冊六二丁、第四冊六五丁、第五冊八三丁、第 冊六七丁。料紙、楮紙。○外題、後補題簽 各冊表紙中央に黄色の題簽紙を用いて、墨書、 「徒然草抄
　
上之一（上之二／上之三／上之四／下之一／下之二） 」 。
内題、本文冒頭に「徒然草抄」 。第五冊の下巻のはじめに「下巻」 尾題、巻一の巻末に「徒然之抄巻第一終」 巻二以下の巻末に「徒然草抄巻第二終（巻第三終／巻四之終／巻五終／巻之 終／巻七終／巻八上終／巻之下 終／下之二巻終／下巻三終／巻下四終／巻 五終） 」 。版心、なし。○序、 「寛文元年六月 日／磐斎（花押）書」 。跋、 「寛文元年九月十五日／磐齋／等空（花押） 」 。刊記、 「寛文元年〈辛 丑〉／霜月吉日
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隆／天正二年四月廾日」 。 「右之切紙者従三条西殿九条殿御伝授之趣也亦従九条殿某奉蒙御相伝者也」 。 「源氏物語口訣之聞書」の奥






































○寛永三年刊。濃紺地に市松文様の空押しの表紙。四針袋綴装。縦二八・九糎×横一九・六糎。無郭。第一冊五一丁、第二冊五七丁、第三冊五一丁、第四冊五一丁、第五冊四六丁、第六冊三八丁、第七冊四九丁、第八冊四一丁、第九冊 四丁、第一〇冊五三丁、第一一 九丁、第一二冊六一丁。料紙、楮紙。○外題 原題簽、表紙左肩に単郭の刷り題簽「平家物語
　
一（～十二） 」 。内題、第一冊目録題「平家物語巻第一目録」 、本文冒頭「平家
物語巻第一」 。以下 「巻第十二」まで同様の内題。尾題、第一巻本文末尾に「平家物語巻第 」 。以下、第一一巻まで同様の尾題。ただし巻第八に尾 なし。また、第一二巻の尾題は「平家物語灌頂巻畢」 版心、第一冊第一丁「平家巻一
　
一」 。以下、巻数と丁付を記す。












○江戸時代前期刊。紺色無地表紙。四針袋綴装。縦二二・七糎×横一六・二糎。単匡郭、縦一九・八糎×横一四・四糎。全冊に前遊紙一丁有り。各冊の本文の丁数は、第一冊五一丁、第二冊五四丁、第三冊四八丁、第四冊四七丁、第五冊四二丁、第六冊三六丁、第七冊四五丁、第八冊三六丁、第九冊五八丁 〇冊四七丁、第一一冊五〇丁、第一二冊五三丁。料紙、楮紙。○外題、 表紙中央に原題簽。第一、 二、 四、 一〇、 一一冊は剥落。第三冊はほとんど剥落。 「 〈新板／繪入〉平家物語
　







□（ヤブレ） 」 、第九冊「 〈新
板／繪入〉平家□（ヤブレ） 」 、第一二冊「 〈新板／繪入〉平家物語
　
十二」 。内題、第一冊目録題「平家物語巻第一目録」 。本文巻頭に「平
家物語巻第一」 。以下、 「巻第十二」までの全巻に 同様の目録題・巻頭内題有り。尾題 一 尾題「平家物語巻第一終」 。以下、 「巻第十二」までの全巻に、同様の尾題有り。版心、第一冊の冒頭二丁（平家系図）は「一」 「二」のみ。目録・本文から「平家巻
　
■一」

























































































































































































































○外題は各冊表紙中央に打ち付け書。詳細は右の通り。内題、 「源氏物語聞書」 （第一冊端作） 、 「桐壺巻」以下。尾題、なし。各巻本文冒頭の内題と版心を整理して示す、
第一帙、 「桐壺
　
第一」 、 「桐」 。 「十四」の丁付けなし。 「箒木
上　
第二」 、 「帚上」 。 「箒木
下　
第三」 、 「帚下」 。
「空蝉
　
第四」 、 「空」 。 「夕顔
　
第五」 、 「夕」 「五十」の丁付けがなく、 「五十一」の丁付けが二つあり。 「若紫
　
第六」 、 「若」 。 （ 「第七」に
あたる冊なし） 。 「末摘花
　
第八」 、 「末」 。 「紅葉賀
　
第九」 、 「紅葉」 。
第二帙、 「花宴
　
第十」 、 「花」 （第三三丁に丁付なし） 。 「葵
　
第
十一」 、 「葵」 。 「榊
　
十二」 、 「賢」 。 「花散里
　
十三」 、 「花散」 。 「須磨
　
十四」 、 「須」 。 「明石
　
十五」 、 「明」 。 「澪標
　
十六」 、 「須」 。 「蓬生
　
十七」 、 「蓬」 。第三帙、 「關屋
　
十八」 、 「関」 。 「絵合
　
十九」 、 「絵」 。 「松風
　
二十」 、 「松」 。 「薄雲
　
二十一」 、 「薄」 。 「槿
　
二十二」 、 「槿」 。
「乙女
　
二十三」 、 「乙」 。 「玉鬘
　
二十四」 、 「玉」 。 「初音
　
二十五」 、 「初」 。 「胡蝶
　
二十六」 、 「胡」 。 「螢
　
二十七」 、 「螢」 。
第四帙、 「常夏
　
二十八」 、 「常」 。 「篝火
　
二十九」 、 「篝」 。 「野分
　





三十二」 、 「蘭」 （第三九丁に丁付なし） 。 「槇柱
　
三十三」 、 「牧」 。 「梅枝
　
三十四」 、 「梅」 。 「藤裡葉
　





三十六」 、 「若上一」 。 「若菜
上ノ二
　




三十八」 、 「若下一」 。 「若菜
下ノ二
　
三十九」 、 「若下二」 。 「柏木
　
四十」 、 「柏」 。 「横笛
　
四十一」 、 「横」 。 「鈴蟲
　
四十二」 、 「鈴」 。 「夕霧
　
四十三」 、 「夕雰上」 。 「夕霧
　
四十四」 、 「夕雰 」 。 「御法
　
四十五」 、 「御法」 。 「幻
　
四十六」 、 「幻」 。 「雲隠
　
四十七」 、 「雲」 。第六帙、 「匂宮
　
四十八」 、 「匂」 （ 「二十八
終」の丁のみ「匂」も丁数も四角で囲う） 。 「紅梅
　
四十九」 、 「紅」 。 「竹川
　
五十」 、 「竹」 。 「橋姫
　
五十一」 、 「橋」 （ 「
 六十八終」の丁の
み「橋 も 数も四角で囲う） 。 「椎本
　
五十二」 、 「椎」 。 「総角
　
五十三」 、 「総」 （ 「百三十終」の丁のみ「総」も丁数も四角で囲う） 。 「早
蕨
　
五十四」 、 「早」 （ 「三十五終」の丁のみ 早」も丁数も四角で囲う） 。 「宿木
　
五十五」 、 「寄上」 。 「宿木
　
五十六」 、 「寄下」 （ 「五十六終」
の丁のみ「寄下」も丁数も四角で囲う） 第七帙、 「東屋
　
五十七」 、 「東」 。 「浮舟
　
五十八」 、 「浮」 （ 「二」 「七」の丁付判読困難。 「八十六
終」 丁数のみ四角で囲う） 。 「蜻蛉
　
五十九」 、 「蜻上」 。 「蜻蛉
　





六十二」 、 「手下」 （ 「一」の丁付なし。 「六十六丁」のみ「手下」も丁数も四角で囲う） 。 「夢浮橋
　
六十三」 、 「夢」 「一～























和物語／考槃荘蔵梓（朱印） 」 。尾題、 なし。版心、 丁付のみ。第一冊「序一～序四、 一～五十三」 、 第二冊「五十四～九十三」 、 第三冊「九十四～百三十五」 。○序、 「嘉永六年五月五日
　
井上文雄」 。奥書、 「校合／加藤千浪／草野御牧／横山由清／伊能頴則／嘉永六年五月」 。刊記、 「書肆／日本
橋通一町目／須原屋茂兵衛／同二町目／山城屋佐兵衛／芝三島町／和泉屋市兵衛／南傳馬町一町目／近江屋半七／大傳馬町／袋屋龜二郎／通油町／藤岡屋慶二郎○印記、正方陽刻朱印「松平確堂蔵書」 。松平斎民旧蔵書。
－ 129 －
見返し内題 表紙
刊記 本文冒頭
